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1. 平成29年3月期の連結業績 （ ～ ）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

（注） 包括利益 29年3月期 28年3月期

（参考） 持分法投資損益 29年3月期 28年3月期
※

(2) 連結財政状態

（参考） 自己資本 29年3月期 28年3月期
※

(3) 連結キャッシュ・フローの状況

2. 配当の状況

円　銭 円　銭 円　銭 円　銭 円　銭 百万円 ％ ％

― ― ― ― ― ― 
― ― ― 

― ― ― 
(注) 29年３月期末配当金の内訳 普通配当 3円00銭 記念配当 2円00銭

3. 平成30年 3月期の連結業績予想 （ ～ ）
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

30年3月期
(予想)

％

通 期

平 成 29 年 4 月 1 日

1504,036

平 成 29 年 6 月 30 日

89

28年3月期

0.0028年3月期

1株当たり
当期純利益

円 銭

18.00

△39.2 △42.9 31.36

3.00

百万円

(財)財務会計基準機構会員    

平成29年5月12日

％

119
55

114.1

東 証 二 部上 場 取 引 所

325.89
356.05

財 務 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ･ フ ロ ー

現 金 及 び 現 金
同 等 物 期 末 残 高
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△44.9

29年3月期

当社は平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の期首に当該株式
併合が行われたと仮定し、１株当たり純資産を算定しております。

6.5

売 上 高
営 業 利 益 率

％

％

％

6.9

自 己 資 本
当 期 純 利 益 率

186 百万円 △ 61 百万円

自 己 資 本 比 率

当社は平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の期首に当該株式
併合が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しております。

15.24
― 百万円

投 資 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ･ フ ロ ー

32.64
28年3月期

144

1 株 当 た り
当 期 純 利 益

円 銭 ％円 銭

潜在株式調整後
1 株 当 た り
当 期 純 利 益

1,195 百万円

2,063

1,305 百万円
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代 表 者

問合せ先責任者

(役職名)

(役職名)

(氏名)

平 成 29 年 6 月 29 日

総 資 産
経 常 利 益 率

％ 百万円

9.6

28.9

経 常 利 益

配当支払開始予定日

( ― ％)

百万円

79.6△ 3.6
△ 5.0 25.34,140

259

29年3月期

29年3月期
― 4.6

純 資 産

29年3月期
28年3月期

― 

( ― ％)

29年3月期

28年3月期

総 資 産

34.5

営 業 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ･ フ ロ ー

1,925 31.5

％ 百万円

売 上 高

百万円

百万円

平 成 29 年 6 月 30 日

平 成 28 年 4 月 1 日

3,788
3,780

3,992

百万円

親会社株主に帰属す
る 当 期 純 利 益

1 株 当 た り 純 資 産

202.5

3.5

百万円 円 銭

平成29年3月31日

売 上 高 営 業 利 益

147
78.2

3.8

262

― 百万円

百万円 ％％ 百万円

平成30年3月31日

第 2 四 半 期 ( 累 計 ) 2,039 88

158

66

1151.1

△4.6

純資産配当率
（連結）

年間配当金

第１四半期末

営 業 利 益
親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益

百万円

経 常 利 益

△3.9

△45.3

1.5

％

△18.4

％

9.6

256
△ 94263

百万円

504

3.00

0.00
5.00

8

第２四半期末 合計

5.00

△ 104
344

配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

△ 114

期末第３四半期末

百万円百万円

18 15.3
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※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （ ― ） 、 除外 ― 社 （ ― ）

(2)

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む）

② 期末自己株式数

③ 期中平均株式数

※

（参考）個別業績の概要

1. 平成29年3月期の個別業績 （ ～ ）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

※

(2) 個別財政状態

（参考） 自己資本 29年3月期 28年3月期
※

2. 平成30年 3月期の個別業績予想 （ ～ ）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％  円 銭

１．

当 期 純 利 益

29年3月期

29年3月期

29年3月期

6,810株

88

33.8

％

2,771

― 

当社は平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前事業年度の期首に当該株式併合
が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しております。

当社は平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前事業年度の期首に当該株式併合
が行われたと仮定し、１株当たり純資産を算定しております。

42

28年3月期 11.47 ― 

当社は平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の期首に当該株
式併合が行われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株数及び期中平均株式数を算定しております。

28年3月期 3,673,320株

28年3月期 6,155株

％

92.3

3,667,202株

632 百万円

36.05538.661

251.3

45.2

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

％ 百万円

※ 決算短信は監査の対象外です。

平 成 29 年 4 月 1 日

百万円

3,673,320株

平 成 29 年 3 月 31 日平 成 28 年 4 月 1 日

632 29.3

721

総 資 産

円 銭

営 業 利 益

％ 百万円

2,158

403.2

1 株 当 た り
当 期 純 利 益

経 常 利 益売 上 高

56

36

自 己 資 本 比 率

172.48

平 成 30 年 3 月 31 日

721 百万円

100

経常利益売上高 当期純利益
1株当たり

当期純利益

15.00

27.27111 24.9

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、本資料の発表日時点で入手可能な情報及び合理的な一定の前提に
基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想の
ご利用にあたっての注意事項については、3ページ「１．経営成績等の概況 （４）今後の見通し」をご参照ください。

29年3月期

28年3月期

百万円

80

百万円

3,666,894株 28年3月期

28年3月期

29年3月期

29年3月期

潜在株式調整後1株
当 た り 当 期 純 利 益

6.1

22.06

2,136

百万円

9.9

2,842 △ 0.8

1 株 当 た り 純 資 産

196.70

円 銭

23.6

％

第2四半期(累計)

通期

1,556

3,047

61

△ 2.5 52.6

純 資 産

705.0

円 銭
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境に改善が見られるなど緩やかな回復基調で推移しま

したが、個人消費は依然として弱含んでおり、新興国経済の減速、米国の政策動向、中東リスクなど海外経済の不

確実性により、先行きは不透明な状況が続いております。

このような状況のもと、当社グループは「売上・利益の拡大」をテーマに新中期経営計画に基づいてコスト削減

および生産と販売の強化に努めて参りました。

産業資材事業と食品事業は売上を伸ばすことが出来ませんでしたが、マット事業は好調に推移しました。

その結果、当連結会計年度の売上高は3,992百万円（前期比3.6％減）、営業利益259百万円（前期比79.6％増）経

常利益262百万円（前期比78.2％増）親会社株主に帰属する当期純利益119百万円（前期比114.1％増）となりまし

た。

セグメントの業績は次のとおりであります。

（産業資材事業）

包装資材部門の製粉用紙袋及び米麦用樹脂袋の販売が低迷し減収となりました。黄麻部門は、麻布商品の受注は

好調に推移しましたが、麻袋商品は天候不良による一時的な需要の低迷が減益の要因となりました。その結果、売

上高は736百万円と前連結会計年度と比べ30百万円（前期比4.0％）の減収、営業利益は20百万円と前連結会計年度

と比べ8百万円（前期比29.6％）の減益となりました。

（マット事業）

高級タイプの新規モデル車種用マットの販売が好調に推移しました。その結果、売上高は1,969百万円と前連結会

計年度と比べ10百万円（前期比0.5％）の増収、営業利益は236百万円と前連結会計年度と比べ112百万円（前期比

91.3％）の増益となりました。

（食品事業）

国内パスタ市場は国内供給量に占める輸入パスタの割合が初めて過半数を上回る状況となりました。このような

状況のなか、市販用、業務用ともに販売が低迷して減収となり、粗利率の改善においては一定の成果が見られたも

のの、黒字の確保までには及びませんでした。引き続き「日本で最初のスパゲッチメーカー」として販路を拡大し

てまいります。レトルト商品は、市場の微増が続くなか定番商品は売上を伸ばしましたが、新規受注が低迷しまし

た。引き続きユーザーのニーズを反映した新商品の開発に今一層努力してまいります。輸入品につきましては、輸

入業者の増加による価格競争のなか、グルテンフリー商品等新商品に取り組みましたが、売上に貢献するに至りま

せんでした。その結果、売上高は1,281百万円と前連結会計年度と比べ127百万円（前期比9.1％）の減収、経費削減

により営業利益は0百万円（前連結会計年度は12百万円の営業損失）となりました。

（不動産開発事業）

不動産開発事業は前期とほぼ同様に推移し、売上高5百万円、営業利益3百万円となりました。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末における総資産は3,780百万円、前連結会計年度末と比較して8百万円の減少となりました。主

な要因は、現金及び預金の増加164百万、投資有価証券の増加84百万円があったものの、受取手形及び売掛金の減少

135百万円、たな卸資産の減少48百万円、有形固定資産の減少43百万円、無形固定資産の減少16百万円、長期貸付金

の減少16百万円があったためであります。

当連結会計年度末における負債は1,716百万円、前連結会計年度末と比較して145百万円の減少となりました。主

な要因は、支払手形及び買掛金の減少185百万円であります。

当連結会計年度末における純資産は2,063百万円、前連結会計年度末と比較して137百万円の増加となりました。

主な要因は、親会社株主に帰属する当期純利益の計上による利益剰余金の増加によるものであります。この結果、

自己資本比率は34.5％となりました。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物は前連結会計年度に比べ160百万円増加し504百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、前連結会計年度と比べ7百万円減少し、256百万円の収入となりました。

これは、主として売上債権の減少があったものの仕入債務の減少があったためであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、前連結会計年度と比べ10百万円増加し、104百万円の支出となりました。

これは、主として貸付金の回収による収入が減少したものの投資有価証券の取得による支出の減少があったためで

あります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、前連結会計年度と比べ102百万円増加し、8百万円の収入となりました。

これは、主として長期借入による収入の増加があったためであります。

（４）今後の見通し

新興国や資源国の景気減速、米国の政策動向の不確実性により、今後のわが国経済の先行きは不透明な状況で推

移していくと思われます。また、少子高齢化と人口減少という構造的な問題から、需要に対して供給力が相対的に

上回る状況下で、価格競争の激化は続くと思われます。このような状況のもと、当社グループは、中期経営計画に

基づき、コスト削減、新商品の開発と新規販路の開拓、生産体制の強化を図り、売上・利益の拡大を目指します。

平成30年３月期は、マット事業に好材料もなく、売上高は4,036百万円、営業利益は158百万円、経常利益は150百

万円、親会社株主に帰属する当期純利益は115百万円を見込んでおります。なお、為替レートは米ドル113円、ユー

ロ121円、タイバーツ3.20を想定しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務

諸表を作成する方針であります。

なお、IFRS (国際財務報告基準) につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針でありま

す。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当連結会計年度
(平成29年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 347,041 511,331

受取手形及び売掛金 796,871 661,671

商品及び製品 281,311 249,882

仕掛品 143,258 147,191

原材料及び貯蔵品 351,297 329,918

繰延税金資産 26,407 24,470

その他 33,530 36,355

貸倒引当金 △3,288 △100

流動資産合計 1,976,430 1,960,720

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 288,623 273,332

機械装置及び運搬具（純額） 100,088 74,365

土地 785,228 775,637

リース資産（純額） 3,295 261

建設仮勘定 - 2,160

その他（純額） 22,986 30,972

有形固定資産合計 1,200,222 1,156,730

無形固定資産 44,580 27,614

投資その他の資産

投資有価証券 505,941 590,708

長期貸付金 16,112 58

繰延税金資産 15,758 13,752

その他 107,164 108,574

貸倒引当金 △77,648 △77,625

投資その他の資産合計 567,328 635,468

固定資産合計 1,812,131 1,819,813

資産合計 3,788,562 3,780,534
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当連結会計年度
(平成29年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 625,666 440,336

短期借入金 100,000 100,000

1年内償還予定の社債 6,000 6,000

1年内返済予定の長期借入金 202,227 154,536

リース債務 18,446 12,729

未払法人税等 22,745 21,449

賞与引当金 10,500 12,800

その他 170,043 141,676

流動負債合計 1,155,628 889,528

固定負債

社債 126,000 120,000

長期借入金 398,281 526,025

リース債務 14,371 1,641

繰延税金負債 53,166 56,624

退職給付に係る負債 111,270 118,903

長期預り保証金 3,850 3,850

固定負債合計 706,939 827,044

負債合計 1,862,568 1,716,573

純資産の部

株主資本

資本金 1,836,660 100,000

資本剰余金 17,380 564,343

利益剰余金 △684,513 624,865

自己株式 △5,000 △5,299

株主資本合計 1,164,527 1,283,909

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △26,813 △18,717

為替換算調整勘定 57,369 40,252

その他の包括利益累計額合計 30,556 21,534

非支配株主持分 730,910 758,517

純資産合計 1,925,993 2,063,961

負債純資産合計 3,788,562 3,780,534
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

売上高 4,140,561 3,992,601

売上原価 3,262,714 3,013,802

売上総利益 877,846 978,799

販売費及び一般管理費 733,233 719,041

営業利益 144,613 259,757

営業外収益

受取利息 1,539 637

受取配当金 9,464 9,803

為替差益 10,350 9,718

雑収入 2,758 933

営業外収益合計 24,112 21,093

営業外費用

支払利息 14,439 11,998

支払保証料 3,329 3,241

雑損失 3,621 3,124

営業外費用合計 21,390 18,364

経常利益 147,335 262,487

税金等調整前当期純利益 147,335 262,487

法人税、住民税及び事業税 37,762 42,812

法人税等調整額 2,363 6,314

法人税等合計 40,126 49,127

当期純利益 107,209 213,359

非支配株主に帰属する当期純利益 51,314 93,678

親会社株主に帰属する当期純利益 55,894 119,681
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連結包括利益計算書

(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当期純利益 107,209 213,359

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △30,983 8,095

為替換算調整勘定 △138,016 △35,004

その他の包括利益合計 △168,999 △26,908

包括利益 △61,790 186,450

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △42,578 110,659

非支配株主に係る包括利益 △19,211 75,790
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,836,660 17,380 △740,408 △4,934 1,108,698

当期変動額

減資 ―

欠損填補 ―

親会社株主に帰属す

る当期純利益
55,894 55,894

自己株式の取得 △65 △65

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額（純

額）

当期変動額合計 ― ― 55,894 △65 55,828

当期末残高 1,836,660 17,380 △684,513 △5,000 1,164,527

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評価

差額金
為替換算調整勘定

その他の包括利益累

計額合計

当期首残高 4,170 124,859 129,029 792,736 2,030,464

当期変動額

減資 ―

欠損填補 ―

親会社株主に帰属す

る当期純利益
55,894

自己株式の取得 △65

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額（純

額）

△30,983 △67,489 △98,473 △61,826 △160,299

当期変動額合計 △30,983 △67,489 △98,473 △61,826 △104,471

当期末残高 △26,813 57,369 30,556 730,910 1,925,993
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当連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,836,660 17,380 △684,513 △5,000 1,164,527

当期変動額

減資 △1,736,660 1,736,660 ―

欠損填補 △1,189,697 1,189,697 ―

親会社株主に帰属す

る当期純利益
119,681 119,681

自己株式の取得 △299 △299

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額（純

額）

当期変動額合計 △1,736,660 546,962 1,309,379 △299 119,382

当期末残高 100,000 564,343 624,865 △5,299 1,283,909

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評価

差額金
為替換算調整勘定

その他の包括利益累

計額合計

当期首残高 △26,813 57,369 30,556 730,910 1,925,993

当期変動額

減資 ―

欠損填補 ―

親会社株主に帰属す

る当期純利益
119,681

自己株式の取得 △299

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額（純

額）

8,095 △17,117 △9,021 27,606 18,585

当期変動額合計 8,095 △17,117 △9,021 27,606 137,967

当期末残高 △18,717 40,252 21,534 758,517 2,063,961
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 147,335 262,487

減価償却費 89,608 79,508

貸倒引当金の増減額（△は減少） 502 △3,017

賞与引当金の増減額（△は減少） 100 2,300

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △17,207 10,000

受取利息及び受取配当金 △11,003 △10,441

支払利息 14,439 11,998

売上債権の増減額（△は増加） △93,741 127,798

たな卸資産の増減額（△は増加） 52,932 33,017

仕入債務の増減額（△は減少） 135,808 △175,417

その他 △25,936 △40,311

小計 292,838 297,924

利息及び配当金の受取額 20,653 10,619

利息の支払額 △14,553 △11,834

法人税等の支払額 △34,957 △40,252

営業活動によるキャッシュ・フロー 263,980 256,456

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △36,368 △32,023

有形固定資産の売却による収入 19,419 -

投資有価証券の取得による支出 △147,920 △83,659

貸付けによる支出 △100 -

貸付金の回収による収入 60,717 14,841

定期預金の預入による支出 △2,000 △7,600

定期預金の払戻による収入 - 3,600

預り保証金の返還による支出 △1,000 -

その他 △7,728 711

投資活動によるキャッシュ・フロー △114,980 △104,129

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △20,000 -

長期借入れによる収入 200,000 663,700

長期借入金の返済による支出 △204,802 △583,647

社債の償還による支出 △6,000 △6,000

非支配株主への配当金の支払額 △42,614 △48,184

リース債務の返済による支出 △20,937 △17,568

その他 △65 △299

財務活動によるキャッシュ・フロー △94,419 8,001

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6,826 △38

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 47,753 160,290

現金及び現金同等物の期首残高 296,783 344,537

現金及び現金同等物の期末残高 344,537 504,827
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用)

従来、当社の一部建物付属設備及び構築物、及び国内連結子会社の建物付属設備及び構築物について、定率法を

採用しておりましたが、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上

の取扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を当連結会計年度に適用し、平成28年４月１日以後に取得

する建物付属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当連結会計年度において、連結財務諸表に与える影響額はありません。

(追加情報)

１．「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当連結

会計年度から適用しております。

２．法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正

当社は平成28年８月３日に資本金を100,000千円に減資したことにより、法人事業税の外形標準課税が不適用とな

りました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は、回収又は支払いが見込

まれる期間が平成28年４月１日から平成30年３月31日までのものは30.7％から34.5％へ、平成30年４月１日以降の

ものについては30.5％から34.3％へそれぞれ変更されております。

その結果、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）が1,285千円増加し、当連結会計期間に計

上された法人税等調整額が同額減少しております。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、本社に製品・サービス別の事業部を置き、各事業部は取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の

包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。従って、当社では事業部を基礎とした製品・サービス別の

特性等に基づくセグメントから構成されており、「産業資材事業」、「マット事業」、「食品事業」、「不動産開

発事業」を報告セグメントとしております。

(2) 各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

「産業資材事業」は主として黄麻製品、大型包装資材等の販売事業を行っております。「マット事業」は自動車

用フロアーマット等の製造販売事業を行っております。「食品事業」はスパゲッチ、マカロニ、レトルトソース等

の製造販売事業を行っております。「不動産開発事業」は不動産賃貸事業を行っております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」にお

ける記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

（単位：千円）

当連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

（単位：千円）

４ 報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

(注） 全社資産は、主に親会社での余資運用資金(現金及び預金)、長期投資資金(投資有価証券)及び管理部門に係る

資産であります。

報告セグメント

合計産業資材
事業

マット
事業

食品事業
不動産
開発事業

売上高

外部顧客への売上高 766,794 1,958,697 1,408,617 6,452 4,140,561

セグメント間の
内部売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 766,794 1,958,697 1,408,617 6,452 4,140,561

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

28,459 123,610 △12,406 4,949 144,613

セグメント資産 177,895 1,949,372 1,205,657 20,905 3,353,831

その他の項目

減価償却費 3,045 43,083 43,471 8 89,608

有形固定資産及び無形固定資産の
増加額

― 36,205 9,473 ― 45,678

報告セグメント

合計産業資材
事業

マット
事業

食品事業
不動産
開発事業

売上高

外部顧客への売上高 736,126 1,969,459 1,281,057 5,958 3,992,601

セグメント間の
内部売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 736,126 1,969,459 1,281,057 5,958 3,992,601

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

20,027 236,431 206 3,092 259,757

セグメント資産 167,745 1,868,796 1,134,557 20,905 3,192,004

その他の項目

減価償却費 2,994 36,837 39,667 8 79,508

有形固定資産及び無形固定資産の
増加額

― 20,428 12,696 ― 33,124

(単位：千円)

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 3,353,831 3,192,004

全社資産（注） 434,730 588,530

連結財務諸表の資産合計 3,788,562 3,780,534
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(１株当たり情報)

１株当たり純資産額及び算定上の基礎並びに１株当たり当期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであ

ります。

(注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．平成28年10月１日付で普通株式10株を１株の割合で併合しております。前連結会計年度の期首に当該株式併

合が行われたと仮定し、「１株当たり純資産額」「１株当たり当期純利益金額」を算定しております。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

項 目
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当連結会計年度

（平成29年３月31日）

(1) １株当たり純資産額 (円） 325.89 356.05

(算定上の基礎)

連結貸借対照表の純資産の部の合計額 (千円) 1,925,993 2,063,961

普通株式に係る純資産額 (千円) 1,195,083 1,305,444

差額の主な内訳
非支配株主持分 (千円) 730,910 758,517

普通株式の発行済株式数 (千株) 3,673 3,673

普通株式の自己株式数 (千株) 6 6

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数

(千株) 3,667 3,666

項 目
前連結会計年度

（自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日）

(2) １株当たり当期純利益金額 （円） 15.24 32.64

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する当期純利益 (千円) 55,894 119,681

普通株主に帰属しない金額 (千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益

(千円) 55,894 119,681

普通株式の期中平均株式数 (千株) 3,667 3,666
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